

























【方法】 宮城県仙台市在住の満 18 歳以上で「普段世帯の食料品の購入を担当する人」に


















【結論】 以上より、次の事を結論付ける。第一に、食料品アクセス問題は 65 歳以上高齢
者の課題に留まらないことだ。特に，既往研究でも指摘されていた子育て世代に加え，学
生についても食料品アクセス不安に直面していることが示唆された．また，今回の調査で
は「高齢者」と「買い物の不便や苦労」の関係について，統計的に有意な結果が得られず，
先行研究を支持するものにはならなかった．第二に、各種買い物サービスの利用は買い物
行動を簡便化し、その後の食料摂取状況の充実にも大いに寄与することだ。特にサービス
の利用は、住民を食料品入手に係る時間的拘束より開放する傾向にある。第三に、食料ア
クセス不安は食料品摂取の多様性損失を招く可能性が高いことだ。課題①②の分析結果か
ら、買い物の不便や苦労は店舗までの移動時間に大きく影響されている。そのため、入手
に費やす時間の削減や、食の外部化による食事準備に係るあらゆる時間の削減など何らか
の形で所要時間と折り合いをつけている住民は摂取状況も良好である傾向が見られた。 
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